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 要 旨   

 

目的：米国国民健康栄養調査（NHANES）データベースを用いた米国成人集団のサンプルを用いた

研究において、大量のアルコール摂取が胃がん（GC）のリスクと関連していることを報告している

が、用量反応関係を踏まえ、曝露と反応確率の因果関係を定量化することで、因果関係を明示する

ことを目的とした。 

 

方法：1999年から 2010年までのNHANESデータベースより、ロジスティック回帰分析を再構築

し、オッズ比（OR）と 95％信頼区間（95%CI）を求めた。三次スプラインを用いて、アルコール摂

取量（杯/日）と GCとの関係を検討した。 

 

結果：アルコール摂取量（杯/日）と GC リスクとの関連は非線形であり、危険因子未調整（OR：

3.10、95％CI：0.75-12.86）、年齢、性別、人種、教育レベル、喫煙、移民の有無で調整後（OR：

1.31、95％CI：0.28-6.06）のいずれも統計的に有意でなかった。アルコールの大量摂取が GCと関

連するという結論を支持するものではなかった。GC の危険因子として、低社会経済的地位、家族

歴、高リスク集団での生活、放射線被曝、胃の手術歴、自己免疫性胃炎、肥満などが挙げられておら

ず ORの正確な推定に影響する可能性がある。 

 

結論：毎日のアルコール摂取と GC との関連について、危険因子を調整し分析した結果、毎日のア

ルコール摂取と GC との間に統計的に有意な関連は認められなかった。アルコール摂取量と GC の

間に非線形的な関係があることを示し、アルコールの大量摂取が GC と関連するという先行研究の

結論を支持しなかった。また、遺伝子-環境相互作用は、因果関係やリスク推定の精度に影響を与え

る可能性があるため今後検討が必要である。また、本研究は横断研究であり、時間的関連が明らか

でないため、因果関係についての結論は、より慎重を要する。  


